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附
属
書
二
（
第
三
章
（
原
産
地
規
則
）
関
係
）

品
目
別
規
則

第
一
編

一
般
的
注
釈

１

こ
の
附
属
書
の
特
定
の
類
、
項
又
は
号
の
産
品
に
つ
い
て
適
用
す
る
品
目
別
規
則
又
は
一
連
の
品
目
別
規
則
は
、

次
編
の
表
の
１
欄
に
掲
げ
る
類
、
項
又
は
号
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
３
欄
又
は
４
欄
に
定
め
る
規
則
と
す
る
。

２

特
定
の
類
、
項
又
は
号
の
産
品
が
原
産
地
に
関
す
る
二
以
上
の
品
目
別
規
則
の
対
象
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当

該
産
品
が
当
該
二
以
上
の
品
目
別
規
則
の
い
ず
れ
か
に
合
致
す
る
と
き
は
、
当
該
産
品
が
品
目
別
規
則
に
合
致
す
る

も
の
と
み
な
す
。

３

原
産
地
に
関
す
る
特
定
の
品
目
別
規
則
が
関
税
分
類
の
変
更
（
以
下
こ
の
附
属
書
に
お
い
て「
Ｃ
Ｔ
Ｃ
」と
い
う
。）

に
係
る
基
準
を
用
い
て
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
品
目
別
規
則
の
対
象
で
あ
る
産
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ

る
各
非
原
産
材
料
に
つ
い
て
は
、
適
用
さ
れ
る
Ｃ
Ｔ
Ｃ
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｔ
Ｃ
の
要
件
は
、
非

原
産
材
料
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

４

こ
の
附
属
書
の
規
定
の
適
用
上
、

æ

「
類
」
と
は
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
関
税
分
類
番
号
の
最
初
の
二
桁
を
い
う
。

ç

「
項
」
と
は
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
関
税
分
類
番
号
の
最
初
の
四
桁
を
い
う
。

è

「
部
」
と
は
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
部
を
い
う
。

é

「
号
」
と
は
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
関
税
分
類
番
号
の
最
初
の
六
桁
を
い
う
。

５

こ
の
附
属
書
に
定
め
る
品
目
別
規
則
３
欄
の
規
定
の
適
用
上
、

æ

「
Ｃ
Ｃ
」
と
は
、
特
定
の
類
、
項
又
は
号
の
産
品
へ
の
他
の
類
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
示
す
。
こ
の
こ
と
は
、

産
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
全
て
の
非
原
産
材
料
に
つ
い
て
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
二
桁
番
号
の
水
準
に
お
け
る
Ｃ

Ｔ
Ｃ
（
す
な
わ
ち
、
類
の
変
更
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

ç

「
Ｃ
Ｔ
Ｈ
」
と
は
、
特
定
の
類
、
項
又
は
号
の
産
品
へ
の
他
の
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
示
す
。こ
の
こ
と
は
、

産
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
全
て
の
非
原
産
材
料
に
つ
い
て
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
四
桁
番
号
の
水
準
に
お
け
る
Ｃ

Ｔ
Ｃ
（
す
な
わ
ち
、
項
の
変
更
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

è

「
Ｃ
Ｔ
Ｓ
Ｈ
」
と
は
、
特
定
の
類
、
項
又
は
号
の
産
品
へ
の
他
の
号
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
示
す
。
こ
の
こ
と

は
、
産
品
の
生
産
に
使
用
さ
れ
た
全
て
の
非
原
産
材
料
に
つ
い
て
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
六
桁
番
号
の
水
準
に
お
け

る
Ｃ
Ｔ
Ｃ
（
す
な
わ
ち
、
号
の
変
更
）
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
い
う
。

é

「
Ｑ
Ｖ
Ｃ
四
〇
」
と
は
、
第
三
・
五
条
（
原
産
地
規
則
e

原
産
資
格
割
合
の
算
定
）
に
定
め
る
計
算
式
を
用
い

て
算
定
す
る
原
産
資
格
割
合
が
四
十
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
の
産
品
で
あ
っ
て
、
当
該
産
品
の
生
産
の
最
終
工
程
が
輸

出
締
約
国
に
お
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
い
う
。

注
釈

こ
の
附
属
書
の
規
定
の
適
用
上
、
第
三
・
五
条
（
原
産
地
規
則
e

原
産
資
格
割
合
の
算
定
）
２
の
規
定

を
適
用
す
る
。

ê

「
\
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
〇
・
〇
四
項
か
ら
第
五
〇
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お

い
て
は
、当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、

浸
染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
〇
・
〇
七
項
の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
織
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

ð

「
b
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、
第

五
五
・
〇
六
項
又
は
第
五
五
・
〇
七
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の

そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
カ
ー
ド
さ
れ
、
又
は
コ
ー
ム
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
と
き
に
限
る
。）

ñ

「
c
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、

第
五
五
・
〇
八
項
か
ら
第
五
五
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、浸
染
さ
れ
、

又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
五
・
一
二
項
か
ら
第
五
五
・
一
六
項
ま
で
の
各
項

の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

ë

「
]
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、

第
五
一
・
〇
六
項
か
ら
第
五
一
・
一
〇
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、浸
染
さ
れ
、

又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
一
・
一
一
項
か
ら
第
五
一
・
一
三
項
ま
で
の
各
項

の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

ì

「
^
」
は
、
次
の
規
則
を
示
す
。

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、
第

五
二
・
〇
三
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は

双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
カ
ー
ド
さ
れ
、
又
は
コ
ー
ム
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

í

「
_
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら
第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、

第
五
二
・
〇
四
項
か
ら
第
五
二
・
〇
七
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、浸
染
さ
れ
、

又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
二
・
〇
八
項
か
ら
第
五
二
・
一
二
項
ま
で
の
各
項

の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

î

「
`
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、

第
五
三
・
〇
六
項
か
ら
第
五
三
・
〇
八
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当

該
非
原
産
材
料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、浸
染
さ
れ
、

又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
三
・
〇
九
項
か
ら
第
五
三
・
一
一
項
ま
で
の
各
項

の
非
原
産
材
料
が
完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。

ï

「
a
」
は
、
次
の
い
ず
れ
か
の
規
則
を
示
す
。

ü

Ｃ
Ｔ
Ｈ
（
第
五
四
・
〇
七
項
又
は
第
五
四
・
〇
八
項
の
材
料
か
ら
の
変
更
を
除
く
も
の
と
し
、
第
五
四
・
〇

一
項
か
ら
第
五
四
・
〇
六
項
ま
で
の
各
項
の
非
原
産
材
料
が
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
非
原
産
材

料
の
そ
れ
ぞ
れ
が
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
完
全
に
紡
績
さ
れ
、
浸
染
さ
れ
、
又
は
な
せ

ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
き
に
限
る
。）

@

Ｃ
Ｔ
Ｃ
を
必
要
と
し
な
い
。
た
だ
し
、
一
方
又
は
双
方
の
締
約
国
の
区
域
内
に
お
い
て
、
産
品
が
完
全
に
浸

染
さ
れ
、
又
は
な
せ
ん
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
第
五
四
・
〇
七
項
又
は
第
五
四
・
〇
八
項
の
非
原
産
材

料
が
完
全
に
織
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
に
限
る
。
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